
令和 2年度 小平第六中学校 「小平市第四次長期総合計画」をテーマとした出前授業 実施報告 

□はじめに                              

小平市では令和 3年度から 12年間のまちづくりの方向性を示す「小平市第四

次長期総合計画」を策定しました。この計画は、「小平市自治基本条例」に基づ

き、小平市が目指すまちの姿を定めた計画で、様々な社会情勢の大きな変化が予

想される中、将来にわたって持続可能な社会を構築し、より魅力あるまちをつく

るため、進む方向性を示しています。目指すまちの姿の実現のためには、地域社

会全体で計画を共有し協働することが大切です。 

こうしたことから、地域社会の一員である中学生の皆さんとも計画について

共有を図るため、出前授業を実施しました。 

 

□出前授業の概要                           

 

日時 令和 2年 3月 9日（火）3・4・5・6時間目 

対象 3年生 4クラス（133人） 

テーマ 小平市第四次長期総合計画 

 

□出前授業の流れ                           

《市の担当者から小平市の概要について説明》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《45の取組の視点のうち、注目する視点についてワークシートに記入》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《アンケート記入》 

 ①授業の理解度、②印象に残ったこと、③小平市に住み続けたいか、 

④③の理由の 4点について伺いました。 

小平市第四次長期総合計画の内容はわかりましたか？ 5点満点中平均 4.4点 

大人になっても小平市に住み続けたいですか？ 5点満点中平均 3.6点 

 

生徒の感想（印象に残ったこと） 

☆僕も含め、小平市第四次長期総合計画というのは、様々な人に意見を聞いてつくられ

もものであること。☆やっぱり小平が一番だと思った。☆これからの市の課題を示され

た時、こんなにあるのかと一気にわかることができた。 

意見の割合が最も大きかった取組 

「水や緑、生きものとの共生」全体の 11.1％ 

・少しでも緑や花があることによって良い気

持ちになるし、コロナによって少ししか外

に出られない時に花を見て少しリラックス

できたし、うれしかったから。 

・自然を大切にすることは世界にも関わるこ

とであると思うから、まずは身近な自分た

ちの住んでいる地域から自然を大切にして

いきたい。 

 

 
その他の取組の視点に対する意見 

「スポーツを通じた相互理解」全体の 4.0％ 

・スポーツは楽しいから、たくさんの人に知って

ほしい。 

・市民駅伝でいろいろな人と関わって、小平って

素敵だなと思う。 

・スポーツは団結力が高まるからいいと思う。 

・普段話すのが苦手な人でも、スポーツをするこ

とで、いろいろな人と関わることができるよ

うになるからです。 

自治基本条例、小平市のあゆみ、小平市の魅力、これから小平市に訪れる変化や課
題、市民参加、第四次長期総合計画の取組の方向性等 
交通環境、まちづくり について 

授業で得た意見等を今後のまちづくりにいかしていきます。 

小平第六中学校の皆さん、ありがとうございました！ 

【問合せ】 

小平市企画政策部総合計画担当 電話 042-346-9503 


